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1975年生まれ。1999年より作品発表をはじめ、彫刻、ドローイング、ビデオ
インスタレーション、パフォーマンスなどを媒体に国内外で作品を制作・発表。
2014年「国東半島芸術祭」に参加し「1300年持ち歩かれた、なんでもない石」
プロジェクトを開始。2016年、梅田哲也らとの作品《7つの船》発表。

惠谷  浩子
（文化的景観学研究者 ）

2007年より奈良文化財研究所の研究員として文化的景観の研究に携わる。
造園学を専門としつつ、文化的景観の基礎的かつ体系的な研究に従事す
る。また、四万十川流域や宇治、京都岡崎をはじめとする全国各地の文化
的景観の調査研究に携わり、価値や保全の方策を探求している。

文化 的景観学 が とらえる

地 域 の 可能 性 と 揺 らぎ

 雨宮：僕は、歴史的背景や資料に重点を置くリサーチを主眼とし た作

品 をあまりつくらないのですが、古墳を見学したり、盗掘の跡を分析

したりすることが趣味で、いろんな場所を訪れています。惠谷さんの

「文化的景観学」も興味深いのですが、どのような研究なんですか？

 惠谷：実は「文化的景観学」というのは、この10年の間に体系立てられて

きた若い学問なんですね。研究の対象は、

景観の基盤となる自然と、その自然に寄

り添う人の営み。例えば「棚田」の風景を

思い出してみてください。傾斜地という

地形を生かして稲作を行っています。た

だ、自然 だけではつくれない 風 景 ですよ

ね。脈々と続く、人の営みが景観に表れ

ているというわかりやすい事例です。

 雨宮：なるほど。都市部も対象になるのでしょうか？

 惠谷：そうですね。例えば、大阪・鶴橋の駅前商店街も同じく、人の営み

がその 土 地 ならではの 風 景 をつくって

いる 事 例 だと 思 います。韓 国 の 方々 が

何世代にもわたって大阪で暮らし、文化を

育 んできた バ ッ クグラウンド がまちに

表れている。ここでポイントなのは、いず

れも今、その瞬間も人の手が入り、変化の

真っ只 中 にある 不 定 形 のものなんです

ね。人の営みは、時代によって変化して

いくものだという前提があります。

 雨宮：「景観 」と聞くと、なんとなく見た目の話かと思いがちですが、

人がその地域でつくり上げてきた文化もその対象に入るのですね。

 惠谷：私も奈良文化財研究所へ入所した当時は、目に見える景観だけを

考えていましたね。そこから見た目だけではない「地域」をとらえる見方

に気づき、風景の意味を語り伝えるための言葉を探し続けています。

 雨宮：これまでの景観論とどう異なるのでしょうか？

 惠谷：大きな特徴は、常に「時間」を内包していることですね。あとは

目に見えている世界だけではなく、いろんな関係性の中で地域が成り

立っているということを大事に考えています。文化財の観点から言うと

「守る＝その状態のまま凍結させる」ことになるのですが、地域は、時代

時代で変化していくので、地域と文化財の考え方は折り合わない。その打

開策として新しい景観論が必要だと考え、はじめたのが文化的景観学。

 雨宮：具体的に、新しい概念をつくらないといけなくなった行き止まり

が、現場と制度上のレベルでも見えていたのですね。

 惠谷：そうですね。文化財について取り組んでいると「何を守ればいい

の？」とよく聞かれるんです。例えば、京都では町家やお寺だけを保護

すれば、その風景の良さが維持されるか

と言われれば、違いますよね。それを私た

ちは、人らしさ、場所らしさと同じく「地域

らしさ」と呼んでいます。でも、明快な答え

になっていないようで、「わかりにくい」と

言われることも少なくありません（笑）。

 雨宮：少なくとも、もともと揺らぎがある

「文化」みたいなものに対して、ある程度同じ量の揺らぎを未来に向け

て見積もっておかないと、硬直してしまいますね。ただ、これまで続いて

きたような、普遍的でわかりやすい、地域に根づく伝統、環境に合わせた

暮らしの知恵などもすでにあると思います。

 惠谷：そうなんです。地域は、“ 揺らぐ ”んですよね。大切なのは、揺らぎ

の幅を決めておくことだと思います。近代の、特に戦後の技術は、その

揺らぎから大幅に離れてしまいがちで。人が住むことができなかった

場所を造成し、家を建て、不幸な災害にあってしまうということもひと

つの例として考えられるでしょう。新しいことを取り込むにも、揺らぎ

から離れずあり続けることが重要です。

 雨宮：例えば、僕らから見たら200 年前と220年前では比較的緩やか

な揺らぎとの付き合いで良かったように思えるけれど、産業革命以降、

根底にあったものを覆すような倍増する技術を手に入れたことで、急激

に付き合わないといけないギャップが増えています。それとどう向き合

うかがすごく大事ですよね。極端に言えば、新しいものばかりに偏って

いたら、どうやってその流れを止めるか。それとも近代のジャンプ力に

合わせてある程度破滅的なプログラムを内包させるのが正解なのか。

 惠谷：新しいものをどう考えるかって実はすごく難しくて、文化財は

基本的に現状維持なんです。ただそれだけでは衰退していく道しか残っ

ていない。例えば京都は、循環・変化して

新しい要素を取り込みながら、常に第一

線の都市であり続けるというのが大切な

ことで、町家や寺社仏閣をそのまま維持

していくだけでは、だめなんですよね。

 雨宮：歌舞伎などの伝統芸能も一緒です

よね。そもそもは新しい態度が大事だっ

たはずで、今も実際に見ると新しくあり

「続ける」ことが形式の中に残っている。

そういう芸術や芸能などの表現に比 べ

て、地域は文化的な価値のエッジを定め

にくい分、方向性を決めるのが難しい。

 惠谷：地域には、たくさんの新しい選択肢があって、どれを選ぶかはや

はりその時代に生きている人たちに委ねられているように思います。

その時に「地域らしさ」や揺らぎの幅を気にすることができるかどうか

で大きく違ってくるんじゃないでしょうか。

 あらゆる場所・時間の

重力 を 感 じ取ること

 惠谷：文化的景観学を研究しはじめたことで、新しく何か取り組んだり、

地縁のない場所へ移り住んだりすることが、ゼロからのスタートではな

いのだとわかってきました。自分が親や周囲の人の影響を受けて成り

立っているように、地域もさまざまな要因によって成り立っている。先

日、徳島県神山町で活動されているプランニング・ディレクターの西村

佳哲さんと、それはまるで「重力みたいなもの」という話をしてすごく

腑に落ちました。地域に飛び込んでいく若者が、その土地で何をしたら

いいか考えるとき、ずっと行われてきたこと、大切に引き継がれてきた

ことの背景まで調べると、その土地の「重力」が見えるはずなんです。

 雨宮：具体的には、どういったことがありますか？ 

 惠谷：例えば、四万十川流域ではソーラーパネルを川辺につくる計画が

動いています。あの地域は台風の通り道でそんなことをしたら盛土ごと

流されてしまう可能性が高い。でも関東の企業が企画しているから、重力

CO -DIALOGUE

“paper C” by Chishima Foundation for Creative Osaka

□地域らしさ
「然るべきものが、然るべきあり方で、
然るべきところにある状態（ the right 
thing in the right place）」とも言い
換えられる。人々が暮らし続けてきた地
域には、風土との付き合いの中で生まれ
た営みの作法があり、時にはそれが日々
の暮らしのあり方として続けられ、また
ある時にはどこに住むかという場所の
選択や、建物のかたちとなって表れる。

□文化的景観
2004年の文化財保護法の改正により、文
化財の類型に「文化的景観」が加わった。
「文化的景観」とは、人間の営みに根ざ
して形成される、人間の共同体と環境が
一体化した領域のまとまりをさす。重要
文化的景観に選定された地域は50件を
超えるが、まだまだ若い概念であり、そ
れを支える考え方の基盤（「学」）が求
められている。

http://www.bunka.go.jp/seisaku/
bunkazai /shokai / keikan /

雨 宮  庸 介
（アーティスト ）

×

収録日：2016年11月23日（水）

場所：奈良文化財研究所 [ 奈良県奈良市 ]

参考文献：
○『文化的景観スタディーズ 01 
地域のみかた－文化的景観学の
すすめ－』（ 独立行政法人国立
文化財機構 奈良文化財研究所／
2016年）　○『 美術手帖2014年
9月号増刊 国東半島芸術祭公式
ガイドブック』（ 美 術 出 版 社 ／
2014 年）　○『四万十川流域　
文化的景観研究』）（独立行政法人
国立文化機構 奈良文化財研究所
／2011年）

　戦後の高度経済成長期における地域開発が、古くから続く日本の風景に大きな変化を

もたらしました。その動きに対して保存運動が起き、景観をつくり育てるための試み

と生活景の再評価がなされた 20 世紀末。そして 2000 年代、さまざまな地域で開催さ

れる芸術祭や地域創生事業を機に、改めて地域を読み込む「方法 」と専門分野を超えた

「 言葉 」が求められています。今回の CO-DIALOGUE では、「 地域を見出し、伝える

技 術 」をテーマに、文化的景観学研究を行う惠谷浩子氏、ベルリンを拠点に活動する

アーティスト・雨宮庸介氏にお話いただきました。

Hiroko Edani

Yosuke Amemiya

photo: Natsumi Kinugasa

□文化的景観学
地理学や生態学、建築学、景観工学、造
園学など、さまざまな分野を横断して
文化的景観の論じる視点を体系化し、
「文化的景観学」として理解することを
目的として、奈良文化財研究所文化遺
産部景観研究室が「文化的景観学検討
会」を立ち上げた。これまでの研究・実
践の内容を専門分野外の人にも幅広く
伝えるメディア「文化的景観スタディー
ズ」シリーズを2015年度より刊行。

https://www.nabunken.go.jp/

『流域という単位で地域の変化を調査し
てみると、変化は四万十川流域内で連鎖
的に起こっていること、一方で、変化し
ながらも 変 わらないものがあることに
気づきました。それは、川の中に入って行
う営みです。縄文時代から続く川漁、戦
後まで続いた筏流しや渡し舟、現代のカ
ヌーやSUP。その背景には、四万十川流
域の堅く崩れにくい地質や豪雨によっ
て保たれる清流といった自然基盤がある
ことがわかりました。（惠谷）』



 惠谷：たしかに私たちの 役割 は 町医者やホームドクターみたいなもの

で、ただ、継続してできるかと言われると難しい。

 雨宮：実は、僕も技術との付き合い方や継承について興味があって。天

皇の存在と技術について研究してみたいんですよね。欧州の王族とは

違って、日本という国の形態をかたどる

祭司としての技術を2600年ほど担って

きた人たち。具体的に実践して、その精神

と技術の付き合い方を保存している人た

ちは、彼らなんだろうと思っています。

 惠谷：なるほど。そのとらえ方はおもし

ろいですね。

 雨宮：何かを引き継いだり拡散していっ

たりすることは、人間がこれまでずっと

やってきたことだったりしますよね。だ

から、本当に普遍的なことを、もう1回言

い直しているだけかもしれない。

 惠谷：引き継いでいくことって、過去に固着させているんじゃないかと

時々思ってしまうんです。でも気持ち的には一生懸命「そうじゃないよ。

でもちょっと気にしようね」と言いながら活動しているのが現状。植

物はその環境に適応し遷移していきますが、地域も変化ではなく植物

のように遷移していく。そうなると答えは 1 つではなく、どのスケール

で、どの角度から見るか、未来の設定の仕方しだいです。どんなに悪い

状況の地域であろうと、遷移の途中だと思えば、愛せるなって。

 雨宮：自分自身も揺らぎの存在だと思うので、その都度変わっていくん

ですよ。自分も、他者も、社会も、未来も揺らぎの存在。僕は、その揺ら

ぎ同士の解を自分なりの確かな技術を使い、その時々のとりあえずの

答えを出そうとしているんだろうなと思います。

「お前らはなあんにも見とらん。自然は全部繋がっとって、
全部教えてくれとるっちゅうのに。」年配の猟師に誘って
いただいて、鮎の網漁をお手伝いしたことがある。魚の居

場所・川底の地形・流れの強弱、そういった要素を瞬時にかつ総合的に判断しながら、その猟師は都度適切な角度に
網を張っていく。私がその技術の高さに度々驚いていると、猟師のおっちゃんはぽつりとそう漏らした。
そのほかにも幾度か猟師の方々と話す機会があった。一緒に鳥の毛をむしりながら、こういった技術や方法の行く
末を考えていた。情報化しやすい技術である動物のさばき方や罠のつくり方は、恐らく今後も残るだろう。しかし

実は最も重要な、ただ「見る」という技術や方法は果たして残るだろうか。情報化しづらい物事は、伝えようと意識
しない限り消えていくばかりだ。断絶はすぐそこまで来ている。
自然だけでなく地域や文化や歴史を考えるとき、最早私たちはひとつの視点ではなくて、複数の動く目によってそ
れらを眺めなければならないだろう。当てるべき焦点や画角も、対象や状況によってぐるぐると変えられるような
想像力を伴った軽やかな視座こそが必要だ。そうでなければ、世界はすぐに単純な二項対立へと陥ってしまう。対談
の中で垣間見たおふたりの未来と歴史の見つめ方も、まさにその想像力の表れである。そして、その想像力こそが
透明な断絶を暴きだし、同時にそれらを癒す力でもあるのだ。

しているんだろう」ってみんな思わざるをえないから（笑）。研究もアー

トも、思考なんだけど技術じゃないですか。ただ、技術って一般的に

言って思考ではなく物質に宿りやすい。「文化的景観学」という言葉が

必要になったのは、思考を景観という物質に宿す技術が必要になった

からだと思います。未来の呪いとうまく付き合っていく技術は、もち

ろんアーティストも学者もみんな考えています。もっと技術が体系化

されて伝承できるといいですよね。

身体化してきた 技術を

手 渡 して いくために

 惠谷：昔は地域のルール、規範としてさまざまな重力が伝えられてきた

のですが、今は伝えられる人が少なくなり、途絶えてしまうこともしば

しば。一方で、その重力を知らない新しい住民が入ったり、開発が起こっ

たりしています。だからこそ、誰もが共有できる技術にしたいんです。

 雨宮：惠谷さんたちが地域に足を運ぶことは、暮らしている当事者が

見えていないことを周りから教える状態なんじゃないですか。当たり

前だけど外から見た方が見えやすい。ただ、それと「伝えていくこと」

は別のことですよね。それは接続していった方がいいんですか？

 惠谷：伝えるのと見出すのは確かに違うんですけど、いま私たちが見出

しているのは伝え方も含めて見出している。例えば、都市部であっても

高齢化で後継者がいないとなると、伝わっていかないんです。その場所

でずっと暮らして地域を見てきた人は無意識に地域らしさや揺らぎの

幅を伝えているから、受け継ぐ人がいないと途絶えてしまう。それをま

ずは言語化して、次の新しい人へ渡す必要があるんです。一昔前まで

は、私たち「見出し屋さん」の役割は必要なかったはずなのですが。

 雨宮：昔は「見出さなくなり屋さん」がいなかったからですよね。しか

も今、「見出しにくくなり屋さん」がすごく多い。見出し屋さんが同じ

数いたって、端的にいうとインターネットがあれば、おじいさんや自然

の言うことを聞かなくてもいいわけだから。もっと強くて新しい概念

が出ないと、見出しにくくする屋さんが 勝ってしまう。スケーリングふ

くめ、地域をカウンセリングできる技術を持った人が必要なんですね。

面」や「空」しかないような、基礎的なも

のだけを材料にすると、どんどん僕の愛

する風景がなくなってしまい……。結局、

一度白紙に戻して、自分が未来に「あって

ほしい」ものを足していったんです。田舎、

コーヒー、イチジクや 金木犀、小動物の

気配。だからこれは、僕が望む未来の風

景画なんです。

 惠谷：未来に何を残すのか、残っている

のか想像するプロセスは、文化的景観学

の見方で地域を調査することと似ている

のかもしれません。住んでいる方々の想いが未来へとつながるのか、この

風景がきちんと受け継がれていくのか、想像しながら現在を見ていく。

 雨宮：そうかもしれないですね。願望の風景画を描くには現在を規定し

なくてはいけない。現在の重力を自分で勝手に規定し、クリエイトでき

るのは、もしかしたらアーティストの特権かもしれません。古いことを

考えるのは未来のためだし、未来を設定するのは古いことを考えるた

めだと思います。1300 石プロジェクトは重力や揺らぎ、新しさとどう

付き合うかなど、すべて包摂しています。一応新しい切り口を提示して

いるけれど、ぐるっとまわって僕はとても普遍的なことをしている。

 惠谷：歴史を研究することもまた、過去

を振り返りながら未来につなぎ、未来を

考えることなんですよね。私が所属する

奈良文化財研究所は歴史の研究が中心

なので、もっとそれを意識することで研

究の意義が深まるように思います。

 雨宮：僕は、人間には未来を考える自由で

はなく、責任 があると考えています。「い

まから現在の話をしますよ 」と言ったときの「い 」から「よ」までだと

「よ」が 未来ですよね。だから僕らは時間という概念が発明されて以降、

常に未来に生きている。そのくせ未来はわからないという呪いがかけ

られていて、そこには常にチャレンジしなきゃいけない責務があると

思うんです。責務を果たしてこそマンネリ＝普遍性に到達できる。

 惠谷：生態学の研究者の方々と、研究や計画は「半熟」のほうがいいと

いう話をしていたんです。未来に更新可能な部分を残したいという意

味でしたが、多分その先にマンネリがあるように思いました。アーティ

ストの方からマンネリという言葉を聞くのは違和感ありますね（笑）。

 雨宮：普遍性を獲得しようとすると、ちょっとアバンギャルドな風体に

なるだけで、本当に新しいことを目指したら普遍的なものになると思

います。学問も含め全部基本的にはそのバランスが違うだけで、等しく

同じ未来を考える呪いの中にいるのだから、良い呪いですけどね。

 惠谷：なかなかそこに、気づいている人って少ないですよね。

 雨宮：40歳までアーティストやっている人なら気づいています。「俺何

“paper C” by Chishima Foundation for Creative Osaka

＝川の 形と雨の量についての感覚が 身体化できていないんです。

 雨宮：そこでいうと重力とは基本的に、自然からの要件が多い？

 惠谷：そうですね。重力にもいろんなレベルがあって、自然からくるも

のが強い重力。別のものだと、親とか親戚といった血筋も重力のひとつ

だと思います。親戚付き合いはネガティヴにとらえると面倒くさい人間

関係なんですけど、それもそもそも重力みたいなもの。自然と同じよう

に付き合っていくものと思えば、無理なく付き合える気がします。

 雨宮： 僕はその重力を楽しみたいので、嫁の親父とサシ飲みしたりし

ていますよ（笑）。

 惠谷：雨宮さんも大分県の国東半島で行われた芸術祭に参加されて、地

域のいろんなものを見てこられたんじゃないかと思います。

 雨宮：そうですね。「国東半島芸術祭」に参加して、「1300年持ち歩かれ

た、なんでもない石」プロジェクト（以下、1300 石プロジェクト）を立ち上げ

ました。このプロジェクトは、そこらへんに

ある小さな石6個を6人 が1つずつ 持っ

て、5 年 1 代として260 代かけて 1300

年間持ち運びます。国東半島を起点に

3314年まで続くプロジェクトです。

 惠谷：すごく長い 時間を見通したプロ

ジェクトなんですね。2010年に奈良で

平城京遷都 1300年をうたっていましたが、同じ年月をつないでいく

ことの途方もなさを想像します。

 雨宮：1300石プロジェクトの肝になるのは、実はかかる時間の 大きさ、

積み重ねではなくて、次に引き継ぐ人、過去に持ち歩いた人、同時期に

違う場所で同じ経験をしている人、それぞれを想像し、今たしかに誰か

が石を持ち歩いているんだという、「他者への想像力」なんです。

 惠谷：1300石プロジェクトのWebサイトも拝見したのですが、書かれ

ていた3314年の描写が特に魅力的でした。この風景はどこから、ど

のように生まれてきたのでしょうか？

 雨宮：3314年 10月 15日 1 1 時に石を持

ち歩く人＝イシモチたちが国東半島へ

再度集まったときの風景ですね。文章で

描写をする際、どうしても登場するものを

すべて注意 深く考えないといけなかっ

た。地域の図書館で郷土資料をリサーチ

したり、半島の中をぐるぐるとくまなく

めぐることも、テキストの 精度を上げる

養分として必要でした。それこそ、地域

に宿る重力を解析し、長く見通す作業。

「これはいつから存在 し、いつまで 存

在するか」を考えると、1300年後にまで

残っている保証はないわけです。間違い

なく1300年後にもあると思われる「地
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Review by Spectator
立会人：野口卓海（美術批評家／詩人）

□「1300 年持ち歩かれた、なんでもない
石プロジェクト」
雨宮氏が2013年に、「国東半島アート
プロジェクト」へ参加したことをきっか
けにはじまったプロジェクト。小さな石
6個を「イシモチ」と呼ばれる6人が1つ
ずつ持ち、5年ごとに引き継ぎながら
1300年間にわたって持ち運ぶ。あえて、
落とせば見分けもつかなくなるなんでも
ない石を選んだことで、次に引き継ぐ人
や過去に持ち歩いた人、現時点で石を
持っている人への水平方向にはたらく
「他者への想像力」に焦点をあてた。ま
た、石の劣化を防ぎ、かつイシモチ自身
の想像力を助長させるため、石は金属製
のカバーに入れられ、その日が来るまで
開けないようにしている。1300年後まで
「開けようと思えば開けられて、開けな
いようにすれば問題なく存続できる」技
術を、1300年前である奈良時代の研究
者などに指南を受けて制作した。雨宮氏
は「セワヤク」という名前で、作品が完成
する3314年まで代々、石とイシモチを
見守る役目を担っている。

http://ishimochi.com/

□奈良文化財研究所
1952年、奈良に残る古建築や古美術品を
総合的に研究する目的で設置された国
立の研究機関。1960年代からは平城地区
と飛鳥・藤原地区で宮跡等の発掘調査
と研究を進めているほか、国内外の貴重
な遺跡や遺物を守り、活用していくため
に、文化財の保存・修復・整備に関する研
究にも力を入れている。2006年度からは、
新たな文化財類型である文化的景観も
調査・研究領域として取り扱っている。

https://www.nabunken.go.jp/

『2002年に山道を歩いていたら、偶然
綺麗な石が4つ並べてあったので、持っ
て帰りました。それが、「1300年持ち歩
かれた、なんでもない石」プロジェクト
の基礎となる個人的なスタート。その石
はそれからずっと持っています。作品に
しようと思っていたわけでもなく、持っ
ていると秘密っぽくて良いんです。石を
見ないようにするなど、自分ルールも設
けていますね。（雨宮）』

『文化的景観学の考え方を整理し、文化財
や地域づくりに取り組む方々に向けて
『地域のみかた　文化的景観学のすすめ』
を2016年に刊行。本研究では、地域の
風土と人の営みの関係を探り、その相互
作用が生み出す「地域らしさ」を、地域
の言葉で語ること、継承していくことを
目指しています。この考え方を持つこと
で、暮らしの風景の魅力に気づき、地域
の方々と未来を語るきっかけになれば
と思っています。（惠谷）』

□国東半島芸術祭
2012年から国東半島で開催されていた
「国東半島アートプロジェクト」の集大成
として、2014年に大分県国東半島各所で
開催された芸術祭。総合ディレクターは
山出淳也。同半島の海岸線や山間部、集
落などに作品を設置する「サイトスペ
シフィックプロジェクト」をはじめ、「パ
フォーマンスプロジェクト」、「レジデン
スプロジェクト」を中心に展開した。

http://kunisaki.asia/
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相 室談 ！

REPORT

TOPICS

　丸 1 年を会期とする現代美術の企画展「クロニク
ル、クロニクル！」。名村造船所全体を会場とし、1 年
間の会期のはじまりと終わりの2 回、展覧会を繰り
返す。「繰り返すこと」をテーマに、リュミエール兄
弟からマネキンの造形作家、戦後美術の大家、新進気
鋭の作家ら20 名が参加。2 回目は2017 年 1 月 23 日
～ 2 月 19 日。

文・安藤暁彦 (goat)

文・長谷川新（クロニクル、クロニクル！実行委員会 キュレーター）
詳細は財団 Web サイトでご確認ください。申請書もダウンロード
できます。

http: //www.chronicle-chronicle.jp /

ht tps : //sites.google.com /site /bandgoat /top /
schedule

　2016 年 9 月に、大型美術作品の収蔵庫 MASK を一般
公開。メインアーティスト・やなぎみわが、MASK 収蔵作
品であるステージトレーラーを使用した野外演劇公演

『日 輪 の 翼』を 名 村 造 船 所 大 阪 工 場 跡 地 にて 上 演 し、
MASKでは新作写真作品「黄

よ も つ ひ ら さ か

泉平坂」を発表。『日輪の翼』
公演は横浜、新宮、高松を巡るツアー の 大阪凱旋公演とし
て行われましたが、ツアー前には、MASK にて約 1 ヶ月の
滞在稽古が行われました。収蔵作品が演劇という表現形
態へと展開し、MASK で新たなクリエイションが 実現し
たことにより、「創造する収蔵庫」としての可能性を強く
印象づけました。

クロニクル、クロニクル！
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展 示 期 間：2016 年 9 月 2 日（金）～ 19 日（月・祝）　参加作家：やなぎみわ、
宇 治 野 宗 輝、久 保 田 弘 成、金 氏 徹 平、名 和 晃 平、ヤノベケンジ　 会 場：
MASK（ MEGA ART STORAGE KITAKAGAYA ）、名 村 造 船 所 大 阪
工場跡地　主催：おおさか創造千島財団

眼鏡士、眼鏡作家。2011年より北加賀屋に「 隠れ屋 1632
秘密基地 」を設立。完全オーダーメイドのめがねをつくる。

大阪の創造環境向上を目的として、以下の2 つ
のカテゴリで公募助成の募集を行っています。
申請締切：2017 年 1 月11日（水） 当日消印有効

1）創造活動助成：大阪府下で行われる活動また
は大阪府内に拠点を持つアーティスト等の
活動に対し助成金を交付。ジャンルや活動の
形態は問いません。新たなことに挑戦したい
人や次のステップに飛躍したい人、社会に
新たな視点や価値観を提示し、「創造活動」
の定義をも問い直すような意欲的な活動を
重点的にサポートします。

2）スペース助成：造船所跡地を活用した創造
スペース「クリエイティブセンター大阪 」を
創造活動の舞台として無償で提供し、助成
金も交付。産業遺産という特殊なポテンシャ
ルを持つ当施設の新たな魅力を引き出すよ
うな活動を募集します。

2015年度創造活動助成
「REAL time FOOD - A Community＋Nature Art Project-」

おおさか 千島 財団（ CFCO ）は、大阪で行われる芸術、文化活動の支援を通じて、地域の新たな
価値を創造し、創造的かつ文化的に多様な地域社会の創出を目的として設立されました。

ヤノベケンジ氏が美術を担当するSF 短編映画『BOLT 』
（監督：林海象、主演：永瀬正敏）のパイロット撮影がMASK
と近隣の名村造船所大阪工場跡地にて行われました。大地
震によって原子力発電所から漏れ出た高放射能冷却水を
止めるために、発電所内のボルトを締めに行く作業員の奮
闘を描いた本作。MASK 収蔵作品である《 ウルトラ－黒い
太陽 》、《 風神の塔 》ほか、代表作《 アトムスーツ》などヤノ
ベ氏の作品群が映画美術の一部として使われています。
撮影が始まると、美術作品が映画セットと化して今までとは
違う表情を帯び、新たな空間が立ち上がったことが印象
的でした。この映画の本編撮影は2016 年 7 ～ 9 月に高松
市美術館で開催されたヤノベ氏個展「CINEMATIZE シネ
マタイズ」会場にて行われ、2017 年に一般公開予定です。

MASKにて撮影された映画『BOLT』パイロット映像

名村造船所大阪工場跡地にて開催した『日輪の翼』大阪公演

M A S K にて映 画『 BO LT 』関 連 撮 影

「 Open Storage 2016 」開 催 報 告

旧千鳥文化住宅再生絵日誌 

Web：http://www.yanobe.com/index.html

2017年度公募助成募集中！

NEWS

　2016 年 8 月、フランスに 拠点を置くZoobook 
Agency の 協 力 の 下、10日 間 に 渡 るEU ツアー を
行っ た。 Sweden の Goteborg で 開 催 さ れ た

「Clandestino festival」を皮切りに、5ヶ国 7公演、
ラストは Poland の Katowice で 開催された「OFF 
festival」に出演。12 月に新プロジェクト発表予定。

goat 欧州ツアー

ACTIVITY

2016年度創造活動助成

2015〜 16年度スペース助成

　旧千鳥文化住宅の改装ですが、
まずは構造の補強の方針が決ま
りました。1 階は既存の建物の中
に、もう1 つ建物をつくり、その新
旧の構造をつなげることで構造的
に 強くするというものです。2 階
は、できるだけ既存の構造や壁を残
していきたいと考えています。新旧が
どう混ざるか、そのバランスが 肝になり
ます。それに伴って中身も大体決まってき
ました。1 階には、まず地域の人たちがフラリと
入れるオープンスペース。ここには図書 や薪ス
トーブが置ければいいなと思っています。僕た
ちの 仕事 で出た 廃 材を 冬 は ガンガン 燃やせ
そうですし。もう1 つはカレー屋さんか定食屋
さん。カレー屋さんになる場合、ドットアーキテ
クツメンバーの土井くんが スタジオムンバイで
働いていたときの同僚からスパイスを送ってく
れそうです。それから バーコーナー。時々、コー
ポ北加賀屋でホームパーティーのように 開店し
ていた バー「タチアナ」を復活させようかと思

案しています。最後に古材バンクです。北加賀
屋周辺で取り壊される物件から出てくる使える
廃材を集め、ここで販売して北加賀屋で何かつ
くりたい人やアトリエや住居を改装したい人の
ために使ってもらえたらと思っています。2 階
ですが、MASK に置かれている巨大彫刻作品と
は対照的に小部屋に分散させて、小さなアート
作品をたくさん収蔵できればと考えています。
MICRO ART STORAGE？
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　何ごとにも段階が必要。恋も野糞も人生もね！ーそん
な教訓をリビングソイル 研究所の西山雄太さんから学び
ました（誇張表現あり）。土の再生の専門家である西山さん
に、有機物から土を生み出す方法を教えてもらいまし
た。土は数え切れない生き物の営みと循環が生み出す、
奇跡のような存在。でも、つくる方法は至ってシンプル。
ズバリ「積み重ねるだけ！」。草や野菜を密度濃く積み
重ねることがポイントだとのこと。はじめから生ゴミや
ウンコに手を出すと、匂いや虫のせいで心の 距離が開い
てしまいます。糞土師への道のりはまだまだ険しい！

金田康孝 （NPO 法人コトハナ）
まちづくりや農業のプロジェクト、アート・暮らしにまつわる
イベントを多数 企画。北 加賀屋みんなのうえん管 理人。
築 50 年の長屋でリノベーション暮らしを実践中。

▲ 有機物が土に帰る仕組みに触れる。

北加賀屋みんな のうえん× 淀 川 テクニック

　100年近く形の変わっていない伝統玩具、けん玉。けん
玉の技はたくさんあるのに、ほとんど知られていません。
なぜか。難しすぎてできないから。そこで、技が簡単に決
まる新しいけん玉を目指して生まれたのがビルドケット
です。大きな皿、鋭い剣、すべりにくい玉。でも一番の特徴
は「あなた好みのけん玉」に改変しやすいこと。平面の
設計図とレーザーカッターから 1 つずつつくれるビルド
ケットで、あなたも伝統の形に挑んでみませんか。

OPEN DATA
http://fabble.cc/a2wagi/buildoquet アニワギはかせ

（最先端科学お勉強型ポッドキャスト 青春あるでひど）

内原弘文  Hirofumi Uchihara

お答えするのは……

そんなときは……

レスラーをしているのですが、職業病か覆面をしていない
と落ち着きません。でも先日目出し帽をかぶっていたら、
職務質問されてしまい ……。なんとかなりませんか？

キュート路線の覆面はいかがでしょう？　ネコ のようなつ
り目と、さりげなくあしらったハートマークが ポイント。
プライベートも堂々と覆面ライフを楽しめますね！

覆面がないと落ち着かない！ 休日用覆面めがね！

“paper C” by Chishima Foundation for Creative Osaka
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北加賀屋のエジソンたち
c a s e  0 3 :

 アニワギ はかせ ／ ビルドケット

隠れ 眼 鏡 店 の 、
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家成俊勝 （旧千鳥文化住宅 PJ 設計担当 ）

2004 年、赤 代 武 志 と 建 築 事 務 所 dot architects を 共 同 設 立。
北加賀屋を拠点に、さまざまな企画に関わる。
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出張お悩み

from CFCO

街なか糞土師への道 ～中級編～
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問
題
を
抱
え
た
個
人
が
頼
れ
る
の
は﹁
市
場
﹂
か﹁
国

家
﹂
か﹁
社
会
﹂
の
3
つ
で
す
が
、﹁
市
場
﹂
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
は
お
金
が
な
い
と
利
用
で
き
ま
せ
ん
。﹁
国

家
﹂
に
つ
い
て
も
恒
常
的
な
財
政
赤
字
が
問
題
視
さ
れ

る
状
況
で
す
。す
る
と
、﹁
社
会
﹂が
ど
の
程
度
の
厚
み
を

持
っ
て
い
る
か
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
な
り
ま
す

が
、
現
状
は
む
し
ろ
社
会
の
厚
み
が
ど
ん
ど
ん
と
失
わ

れ
て
い
る
状
況
で
す
。﹁
社
会
﹂
を
構
成
す
る﹁
家
族
﹂
や

﹁
地
域
﹂
あ
る
い
は﹁
会
社
﹂、そ
う
し
た
人
間
同
士
の
つ

な
が
り
が
少
し
ず
つ
弱
ま
る
こ
と
で
、﹁
頼
れ
る
人
が
誰

も
い
な
い
﹂
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
日
に
日

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
N
P
O
な
ど
の
非
営
利
団
体
に
は
、こ
う
し
た
リ
ス
ク

に
直
面
し
て
し
ま
っ
た
人
々
を
救
う
最
後
の
砦
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、彼
ら
自
身
も
お
金
が
な

け
れ
ば
事
業
を
持
続
的
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。非
営
利
団
体
の
活
動
自
体
が
ま
た
別
の
誰
か
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
す
。非
営
利
団

体
は
私
た
ち
の
代
わ
り
に
人
々
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
私
た

ち
は
非
営
利
団
体
の
活
動
を
後
ろ
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

そ
う
し
た
関
係
性
を
い
く
つ
も
社
会
の
中
に
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
が
、社
会
の
厚
み
を
増
し
、人
々
が
一
度
落
ち

て
し
ま
っ
た
穴
か
ら
這
い
上
が
る
可
能
性
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。い
つ
か
私
た
ち
自
身
が
支
え
を
必

要
と
す
る
と
き
が
き
ま
す
。そ
の
と
き
私
た
ち
が
頼
る
こ

と
の
で
き
る﹁
社
会
﹂
が
そ
こ
に
あ
る
か
な
い
か
。
決
め

る
の
は
今
の
私
た
ち
な
の
で
す
。

が
何
よ
り
も
楽
し
み
だ
っ
た
。人
が
溢
れ
、み
な
浴
衣
一

枚
で
歩
き
、性
と
俗
が
混
在
す
る
あ
の
ま
ち
は
、今
考
え

る
と
異
世
界
そ
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。そ
の
記
事

を
読
み
、別
府
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、仲
間

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
別
府
を
見
て
も
ら
い
た
い
、彼

ら
は
ど
ん
な
刺
激
を
受
け
ど
ん
な
作
品
を
生
み
出
そ
う

と
す
る
だ
ろ
う
か
、そ
れ
が
見
ら
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
、あ
あ
芸
術
祭
を
開
催
す
れ
ば
い
い
の
か
⋮
⋮
。

そ
う
考
え
は
じ
め
る
と
、い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く

な
り
帰
国
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、﹁B

E
P

P
U

 

P
R

O
J

E
C

T

﹂は
平
成
17
年
に
生
ま
れ
る
。つ
ま
り
、私
は

誰
よ
り
も
そ
の
風
景
が
見
た
い
と
願
う
、観
客
で
あ
る
。

　
行
政
が
、美
術
館
が
、誰
か
が
実
現
し
て
く
れ
な
い
こ

と
に
不
平
を
述
べ
る
暇
が
あ
れ
ば
自
分
で
一
歩
ず
つ
行

動
す
れ
ば
い
い
。
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、町
の
活
性

化
の
た
め
に
と
か
、誰
か
の
た
め
に
と
か
そ
ん
な
他
者
に

対
す
る
思
い
か
ら
は
始
ま
ら
な
い
。

　
活
動
か
ら
10
年
が
過
ぎ
、
気
が
つ
け
ば
実
現
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
1
0
0
0
を
超
え
る
。あ
の
と
き
夢
見

た
芸
術
祭
﹁
混
浴
温
泉
世
界
﹂
は
昨
年
夏
で
幕
を
閉
じ

た
。
代
わ
り
に
〝
グ
ル
ー
プ
展
か
ら
個
展
へ
〟
を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、今
年
か
ら
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

﹁in
 B

E
P

P
U

﹂
が
は
じ
ま
っ
て
い
く
。

　
す
べ
て
の
物
事
は
関
係
性
の
中
に
あ
る
。場
所
を
変
え

時
を
変
え
、
形
も
変
わ
れ
ど
引
き
継
が
れ
る
も
の
は
意

志
だ
。我
々
の
活
動
が
1
0
0
年
後
の
子
ど
も
た
ち
に
受

け
継
が
れ
た
な
ら
ば
と
改
め
て
考
え
た
。

　
私
の
会
社
は
毎
日
数
百
万
人
が
利
用
す
る
ニ
ュ
ー
ス

ア
プ
リ
を
開
発
・
提
供
し
て
い
ま
す
が
、私
自
身
は
そ
こ

で
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム﹁A

T
L

A
S

﹂
の
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。非
営
利
団
体
に
ア
プ
リ
上
の
広
告
枠
を

無
償
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
、様
々
な
社
会
課
題
の
認

知
拡
大
を
狙
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。現
在
は
第
2
フ
ェ
ー

ズ
で﹁
子
ど
も
﹂を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
焦
点

を
当
て
て
い
ま
す
。な
ぜ
今
、非
営
利
団
体
を
支
援
す
る

の
か
。自
分
な
り
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　
今
の
社
会
を
一
言
で
表
す
と
、何
ら
か
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
人
が
増
え
続
け
る
一
方
、そ
れ
を
解
決
す
る
力

が
ど
ん
ど
ん
弱
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
。
俯
瞰
す
る
と
、

　
別
府
は
源
泉
数
、湧
出
量
と
も
に
全
国
1
位
の
温
泉

観
光
地
で
あ
る
。日
本
の
近
代
化
と
歩
み
を
と
も
に
し
、

大
き
く
発
展
を
遂
げ
た
こ
の
ま
ち
は
、
時
代
の
変
遷
の

中
、鮮
度
が
失
わ
れ
次
第
に
老
朽
化
し
昭
和
50
年
代
を

ピ
ー
ク
に
観
光
客
も
減
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
状
況
下
、市
民
有
志
が﹁
別
府
八
湯
独
立
宣
言
﹂

な
る
イ
ベ
ン
ト
を
平
成
8
年
に
勝
手
に
催
し
、そ
こ
か
ら

別
府
の
ま
ち
づ
く
り
が
は
じ
ま
る
。今
年
は
20
周
年
に
あ

た
る
記
念
の
年
で
あ
る
。

　
私
は
、平
成
16
年
頃
、当
時
住
ん
で
い
た
パ
リ
で
そ
の

活
動
を
知
っ
た
。隣
の
大
分
市
に
生
ま
れ
、子
ど
も
の
頃

か
ら
盆
や
正
月
に
親
戚
と
と
も
に
別
府
に
泊
ま
る
こ
と

社
会
を
も
っ
と
も
っ
と
分
厚
く
す
る
た
め
に

誰
か
ら
も
頼
ま
れ
て
な
い
の
に

Hiroki MochizukiJun’ya Yamaide

望月優大山 出 淳 也

スマートニュース株式会社
1985 年生まれ。東京大学大学院総合文化研究科
修士課程修了。経済産業省、Google などを経て
スマートニュースへ。自社プロダクトのグロース
に携わる傍ら、様々な形でのNPO 支援など、社
会に貢献する方法を模索中。ATLAS2 では「子ど
もが平等に夢見れる社会を残 そう」をコンセプ
トに掲げている。

NPO 法人 BEPPU PROJECT　代表理事／アー
ティスト
1970年大分生まれ。文化庁在外研修員としてパリ
に滞在し、帰国後は地域や団体との連携による国
際展開催を目指して、2005年にBEPPU PROJECT

を立ち上げ現在にいたる。別府現代芸術フェスティ
バル「混浴温泉世界」総合プロデューサー（2009、

2012）、国東半島芸術祭総合ディレクター（2014）、おお
いたトイレンナーレ2015総合ディレクター（2015）。

> 望月さんが選ぶ次のコラムニストは …
石崎嵩人氏（株式会社 Backpackers’Japan）
ビールが美味しくて居心地が良くて何度も行き
たくなる、そんなかっこいいゲストハウスをつ
くっています。（望月）

> 山出さんが選ぶ次のコラムニストは…
上田假奈代氏（詩人／NPO法人「こえとことばと
こころの部屋」代表 ）
場所やアプローチは違えど、同志と思える数少
ない人。（山出）
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つ
な
い
で
見
え
る
、

人
と
ま
ち
の
多
彩
な
あ
り
方


